
水害リスクの高い日本
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• わが国の多くの都市は、地盤沈下や天井川の形成などで海や河川の⽔位より低い⼟地に形成されている
場合が多く、河川から⽔が溢れたり堤防が決壊したりすると⼤きな被害が⽣じることになります。

• 過去10年間に約98％の市町村で⽔害⼟砂災害が発⽣しました。

平成24年〜令和3年の⽔害・⼟砂災害の発⽣状況



都市化により高まる水害リスク

• 都市化が進み、流域の多くが市街化し、⾃然遊⽔地が減少したことにより、短時間に多量の表流⽔が河
川に流⼊するようになるため、⾬が降った際の河川の⽔位上昇が急激になっています。

• また、地下空間の利⽤が進んでいる⼤都市の駅前周辺等では、地下施設への浸⽔被害が⽣じるなど、⽔
害リスクが⾼まっています。

Ⅰ 我が国の水害リスクの現状
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地下街の浸⽔状況 H15.7 福岡⽔害（博多駅）
はかた

都市化による水害リスク

開発前後の変化のイメージ

地下施設への浸水



九州南東部

四国南部

紀伊南部
近畿
中部

関東

東北東部

九州北西部

中国西部

瀬戸内

山陰
北陸

東北西部 北海道南部

北海道北部

沖縄

気候変動により高まる水害リスク

地球温暖化に伴う気候変動の影響により、今後さらに大雨や短時間強雨の発生頻度や降水量など
が増大することが予測されており、大規模な水災害が発生する懸念が高まります。

Ⅰ 我が国の水害リスクの現状

気候変動の状況

5

河川事業概要

2024

時間雨量50mmを超える短時間強雨の発生件数が
増加（約40年前の約1.5倍）しています。

気候変動により外力の増加が懸念されま
す。

治水計画で目標とする規模（年超過確率1/100）の降雨については、２℃上昇した場合の現在気候と比
較した降雨量変化倍率は、北海道で1.15倍、その他（沖縄含む）地域で1.1倍、４℃上昇した場合の降
雨量変化倍率は、北海道・九州北西部で1.4倍、その他（沖縄含む）地域で1.2倍となると予測されて
います（d4PDF・d2PDFより分析）。

• 21世紀末までに、世界平均気温が1.0～5.7℃
上昇(1850～1900年の平均との比較)、世界平
均海面水位は0.28～1.01m上昇（1995～
2014年の平均との比較）する可能性が高い。
（5種類のシナリオによる予測）

• 地球温暖化の進行に伴い、大雨はほとんどの地
域でより強くより頻繁になる可能性が非常に高
い。

(IPCC第６次評価報告書第１作業部会報告書
を基に水管理・国土保全局が作成)

1950～2100年の世界平均地上気温の経年変化
（1850～1900年の平均との比較）

実測 予測

※ ２℃、4℃上昇時の降雨量変化倍率は、産業革命以前に比べて
全球平均温度がそれぞれ2℃、4℃上昇した世界をシミュレー
ションしたモデルから試算

※ ４℃上昇の降雨量変化倍率のうち、短時間とは、降雨継続時
間が３時間以上12時間未満のこと

＜地域区分毎の降雨量変化倍率＞

４℃上昇２℃上昇
地域区分

短時間

1.51.41.15北海道北部、北海道南部

1.51.41.1九州北西部

1.31.21.1その他（沖縄含む）地域

出典：気候変動を踏まえた治水計画に係る技術検討会
「気候変動を踏まえた治水計画のあり方」提言（令和３年４月改訂）
https://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/chisui_kentoukai/



台風第２号及びそれに伴う前線の活発化による
大雨による水害
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• 台⾵第２号の影響で梅⾬前線の活動が活発となり、⾼知県、和歌⼭県、奈良
県、三重県、愛知県、静岡県の6県で線状降⽔帯が発⽣し、23か箇所の⾬量
観測所で観測史上1位を記録。

• 国管理河川、都道府県管理河川あわせて44河川で氾濫や埼⽟県越⾕市などで
の内⽔氾濫等により、全国で約8,900⼾の浸⽔被害が発⽣。また、静岡県浜
松市をはじめ、各地で308件の⼟砂災害が発⽣。

那賀川

⼤和川 豊川

河川位置図

●台⾵経路図
令和5年6⽉

⼤⾬
令和4年9⽉
台⾵第15号

令和4年8⽉3⽇
からの⼤⾬

令和元年
東⽇本台⾵

平成30年７⽉
⻄⽇本豪⾬

6/1〜6/3
（3⽇間）

9/22〜9/24
（3⽇間）

8/1〜8/14
（14⽇間）

10/10〜10/13
（4⽇間）

6/28〜7/8
（11⽇間）

期間
（⽇数）全国の

アメダス
総降⽔量 約9.1万mm約4.6万mm約11.3万mm約10.2万mm約24.6万mm総和

全国

11地点0地点37地点53地点123地点72時間降⽔量

23地点6地点31地点103地点77地点24時間降⽔量

16地点7地点35地点120地点49地点12時間降⽔量

44河川24河川156河川330河川315河川氾濫等発⽣河川数

308件33件206件952件2,581件⼟砂災害発⽣件数

●近年の⼤⾬等と台⾵第2号及びそれに伴う前線の活発化による⼤⾬の⽐較

●24時間降⽔量の期間最⼤値
期間︓2023年6⽉1⽇〜2023年6⽉3⽇

観測史上1位の値を更新（23地点）
都道府県 市町村 地点 観測値(mm) 都道府県 市町村 地点 観測値(mm)

1 茨城県 つくば市 つくば(館野) 254.5 14 愛知県 新城市 新城 421.0
2 茨城県 ⼟浦市 ⼟浦 261.5 15 愛知県 蒲郡市 蒲郡 343.5
3 埼⽟県 越⾕市 越⾕ 260.5 16 愛知県 豊橋市 豊橋 419.0
4 ⻑野県 飯⽥市 南信濃 273.5 17 愛知県 ⽥原市 伊良湖 451.5
5 静岡県 浜松市天⻯区 佐久間 396.5 18 愛知県 ⽥原市 ⽥原 405.5
6 静岡県 榛原郡川根本町 川根本町 420.0 19 三重県 ⿃⽻市 ⿃⽻ 490.5
7 静岡県 静岡市葵区 鍵⽳ 430.0 20 三重県 度会郡⼤紀町 藤坂峠 392.5
8 静岡県 浜松市天⻯区 熊 497.5 21 奈良県 五條市 五條 283.0
9 静岡県 藤枝市 ⾼根⼭ 478.5 22 和歌⼭県 伊都郡かつらぎ町 かつらぎ 302.0
10 静岡県 浜松市北区 三ヶ⽇ 386.5 23 和歌⼭県 有⽥郡湯浅町 湯浅 385.0
11 静岡県 浜松市天⻯区 天⻯ 428.5
12 静岡県 周智郡森町 三倉 452.5
13 静岡県 浜松市中区 浜松 328.5●浸⽔被害の発⽣状況

⻲の川⽔系⻲の川（和歌⼭県和歌⼭市）
かめのがわ

埼⽟県草加市稲荷
そうかしいなり

こしがや

はま

まつ

概要



台風第２号及びそれに伴う前線の活発化による
大雨による土砂災害
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●浸⽔被害の発⽣状況

土砂災害発生件数

３２８件
土石流等 ： ２６件

地すべり ： ９件

がけ崩れ ： ２９３件

【被害状況】
人的被害：死者 １名

負傷者 １名
家屋被害：全壊 ５戸

半壊 ３戸
一部損壊 ６２戸

発生件数上位４県

和歌山県 １２８件
静 岡 県 ５４件
愛 知 県 ４１件
神奈川県 ３０件

凡例
発生件数

1～

0

30～

100～

６/２ とよかわし みとちょう ひろいしみとやま

愛知県豊川市御津町広石御津山土石流等

６/２ ありだぐんありだがわちょうにさわ

和歌山県有田郡有田川町二澤土石流等

半 壊：１戸
一部損壊：１戸

６/２ よこすかし にしうらが

神奈川県横須賀市西浦賀５丁目がけ崩れ

６/２ いいだしみなみしなの みなみわだ

長野県飯田市南信濃南和田土石流等

一部損壊：１戸

半 壊：１戸

ひだかぐんゆらちょうはた

和歌山県日高郡由良町畑土石流等
６/２

６/２ はままつしてんりゅうくながさわ

静岡県浜松市天竜区長沢地すべり

６/２ はままつし きたくほそえちょうきが

静岡県浜松市北区細江町気賀がけ崩れ



６月２９日からの大雨による水害
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• ６⽉28⽇から梅⾬前線の活発な活動や上空の寒気の影響で⼤⾬となり、
７⽉１⽇から13⽇にかけて⼭⼝県、⿅児島県（奄美地⽅）、熊本県、
島根県、福岡県、佐賀県、⼤分県、⽯川県、富⼭県の9県で線状降⽔
帯が発⽣（16回の発表）。九州地⽅では、過去に九州地⽅で⼤きな被
害をもたらした豪⾬に匹敵する⾬となった。

• 国管理河川では6⽔系9河川、都道府県管理河川では38⽔系112河川の
あわせて118河川が氾濫。また、九州・中国・北陸地⽅をはじめ、各
地で321件の⼟砂災害が発⽣。

遠賀川
⼭国川

筑後川

松浦川

令和5年6⽉29⽇
からの⼤⾬

平成29年7⽉
九州北部豪⾬

平成24年７⽉
九州北部豪⾬

6/28〜7/10
（13⽇間）

7/5〜7/6
（2⽇間）

7/11〜7/14
（4⽇間）

期間
[⽇数]九州の

アメダス
総降⽔量 約5.3万mm約1.1万mm約2.8万mm総和

[九州]
1地点1地点7地点72時間降⽔量観

測
史
上
１
位
भ
更
新
数

7地点3地点8地点24時間降⽔量
5地点3地点6地点12時間降⽔量
8地点3地点10地点6時間降⽔量
8地点2地点8地点3時間降⽔量
6地点2地点5地点1時間降⽔量

116河川
[51河川]

52河川
[31河川]

33河川
[28河川]

氾濫等発⽣河川数
[うち、九州地⽅]

247件
[98件]

453件
[325件]

220件
[192件]

⼟砂災害発⽣件数
[うち、九州地⽅]

筑後川⽔系⼩⽯原川（福岡県⼤⼑洗町）
（家屋浸⽔あり）

7月13日15:30頃撮影

←筑後川

筑後川⽔系巨瀬川（福岡県うきは市）
崖崩れにより⼟砂が河川に流れ込み流下を⼀部阻害

（応急対策実施中）

⼭国川⽔系⼭国川（⼤分県中津市）
（⽥畑等の浸⽔）

やまくにがわ やまくにがわ なかつし

筑後川⽔系巨瀬川（福岡県久留⽶市）
（家屋浸⽔あり）

松浦川⽔系徳須恵川（佐賀県伊万⾥市）
（⽥畑等の浸⽔）

遠賀川⽔系彦⼭川（福岡県添⽥町）
護岸の崩落（緊急復旧完了）

ちくごがわ こいしわらがわ たちあらいまち

ちくごがわ こせがわ く る め し

おんががわ ひこさんがわ そえだまち

まつうらがわ とくすえがわ い ま り し

河川位置図

せんじょうこうすい

たい

ちくごがわ こせがわ

概要



６月２９日からの大雨による土砂災害
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死 者：１名
負 傷 者：５名
全 壊：８戸
半 壊：２戸

７/１０ く る め し たぬしまるまち たけの
福岡県久留⽶市⽥主丸町⽵野⼟⽯流等

６/３０ ゆふしゆふいんちょうかわにし
⼤分県由布市湯布院町川⻄地すべり

死 者：１名
全 壊：１戸

７/１３ なんとしすなごだに
富⼭県南砺市砂⼦⾕がけ崩れ

死 者：１名
一部損壊：１戸

７/１５ あきたしそえがわ
秋⽥県秋⽥市添川がけ崩れ

負 傷 者：４名
全 壊：２戸
一部損壊：２戸

７/１０ からつしはまたままちひらばる
佐賀県唐津市浜⽟町平原⼟⽯流等

死 者：３名
全 壊：２戸

７/１０ ふくおかし にしく あたご
福岡県福岡市⻄区愛宕がけ崩れ

一部損壊：１戸

発生件数上位４県

佐賀県 ８７件
山口県 ５７件
島根県 ５６件
福岡県 ４０件

凡例
発生件数

10～

0

20～

50～

1～

土砂災害発生件数

３９７件
土石流等 ： ２９件
地すべり ： ９件
がけ崩れ ： ３５９件

【被害状況】
人的被害：死者 ７名

負傷者 １４名
家屋被害：全壊 ２１戸

半壊 １１戸
一部損壊 ６１戸

※

※６⽉29⽇から７⽉24⽇までに発
⽣した⼟砂災害の発⽣件数



７月１５日からの大雨による水害・土砂災害
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• ７⽉14⽇から16⽇にかけて活発な梅⾬前線の影響により、秋⽥県を中
⼼に記録的な⼤⾬となり、過去に雄物川流域で⼤きな被害をもたらし
た平成29年7⽉に匹敵する⼤⾬となった。

• 雄物川⽔系太平川の溢⽔等の影響で秋⽥駅周辺が広範囲に浸⽔するな
ど、秋⽥県管理河川では6⽔系16河川が氾濫、国管理河川でも２⽔系
２河川で無堤部での浸⽔被害が発⽣。また、秋⽥県、新潟県で８件の
⼟砂災害が発⽣。

雄物川

令和5年7⽉15⽇
からの⼤⾬

平成29年７⽉
22⽇からの⼤⾬

7/14〜7/16
（3⽇間）

7/22〜7/23
（2⽇間）

期間
[⽇数]秋⽥県の

アメダス
総降⽔量 約6,500mm約5,900mm総和

[秋⽥県]
6地点6地点72時間降⽔量観

測
史
上
１
位
भ
更
新
数

8地点7地点48時間降⽔量
8地点11地点24時間降⽔量
5地点7地点12時間降⽔量
3地点7地点6時間降⽔量
－6地点3時間降⽔量
－4地点1時間降⽔量

18河川25河川氾濫等発⽣河川数
（秋⽥県内）

5件51⼟砂災害発⽣件数
（秋⽥県内）

太平川

7月15日 16時40分
※11時10分頃溢水開始

太平川

7月15日 5時00分

溢⽔

●浸⽔被害の発⽣状況（秋⽥県内）

雄物川⽔系太平川（秋⽥県秋⽥市）
たいへいがわ

⾺場⽬川⽔系内川川（秋⽥県五城⽬町）
ば ば め がわ うちかわがわ ごじょうめまち

7月15日 12時30分

雄物川⽔系岩⾒川（秋⽥県秋⽥市）
いわみがわ

雄物川⽔系太平川（秋⽥県秋⽥市）
たいへいがわ

河川位置図

おもの

たいへい

概要
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• 7⽉28⽇03時にフィリピンの東で発⽣した台⾵第6号は、8⽉2⽇から3⽇にか
けて、⼤型で⾮常に強い勢⼒で沖縄地⽅にかなり接近した。その後、⻄へ進み、
東シナ海でほとんど停滞した後、進路を東へ変えてゆっくりとした速度で再び
沖縄・奄美に接近した。沖縄・奄美を通過後は北上し、9⽇は九州の⻄の海上
を北に進み、11⽇に朝鮮半島で熱帯低気圧に変わった。

• 7⽉30⽇から8⽉10⽇にかけての総⾬量は、九州南部の多い所で1000ミリを
超える⼤⾬となり、平年の8⽉の⽉降⽔量の2倍を超えた地点があった。また、台⾵の影響を⻑く受けた沖
縄・奄美では多い所で700ミリを超える⼤⾬となり、平年の8⽉の⽉降⽔量の4倍を超えた地点があった。四
国地⽅でも、多い所で800ミリを超える⼤⾬となり、平年の8⽉の⽉降⽔量を超えた地点があった。沖縄地⽅
や九州南部・奄美地⽅、九州北部地⽅、四国地⽅では線状降⽔帯が発⽣した。

• ５県(⾼知県,⻑崎県,宮崎県,⿅児島県,沖縄県)において、県管理の８⽔系９河川で氾濫が発⽣(浸⽔解消)。
• １１０ダムで洪⽔調節（事前放流を含む）を実施。うち４８ダム（うち利⽔ダム３２）で事前放流を実施。
• 宮崎県、⿅児島県、沖縄県等で５８件の⼟砂災害が報告されている。

満名川
轟川

国分川

⼤浦川
雄川

永⽥川

河川位置図

宮崎県 ⻄⾅杵郡⽇之影町
⽇之影 622.5mm

48時間降⽔量の観測史上1位の値を更新した地点

⿅児島県熊⽑郡屋久島町
屋久島 589.0mm

に し う す き ぐ ん ひ の か げ ち ょ う

ひ の か げ

や く し ま

く ま げ ぐ ん や く し ま ち ょ う

⿅児島県肝属郡南⼤隅町
佐多 528.0mm

き も つ き ぐ ん み な み お お す み ち ょ う

さ た

令和5年
台⾵第6号

令和4年
台⾵第14号

8/9〜8/10
（2⽇間）

9/15〜9/19
（5⽇間）

期間
[⽇数]アメダス

総降⽔量
約3.1万mm約7.7万mm総和

2地点3地点72時間降⽔量
観
測
史
上
１
位
の
更
新
数

3地点6地点48時間降⽔量
2地点13地点24時間降⽔量
2地点14地点12時間降⽔量
3地点5地点6時間降⽔量
2地点3地点3時間降⽔量
2地点－1時間降⽔量

9河川57河川氾濫等発⽣河川数

58件111県⼟砂災害発⽣件数

台風第6号による水害・土砂災害

Ⅰ 我が国の水害リスクの現状河川事業概要

2024

概要



台風第７号による水害

Ⅰ 我が国の水害リスクの現状

12

河川事業概要

2024

• 台⾵第7号は、10⽇から12⽇にかけて⼩笠原諸島に接近した後、紀伊半島へ
進んで15⽇5時前に和歌⼭県に上陸した。その後、近畿地⽅を北上して15⽇
20時に⽇本海に達し、北上を続けて17⽇に北海道の⻄の海上で温帯低気圧に
変わった。

• 台⾵の経路に近い⻄⽇本の地域を中⼼に⼤⾬となり、8⽉11⽇から15⽇にか
けての総⾬量は、多い所で700ミリを超え、⿃取県、岡⼭県、⾹川県及び岩⼿
県では平年の8⽉の⽉降⽔量の2倍を超える⼤⾬となった。気象庁では15⽇16
時40分に、⿃取市に⼤⾬特別警報を発表した。
また、12⽇は岩⼿県で、15⽇は岡⼭県と⿃取県で、線状降⽔帯が発⽣した。

• 国管理の新宮川⽔系相野⾕川で農地浸⽔が発⽣（浸⽔解消）。家屋等は輪中堤により守られており被害なし。
円⼭川⽔系円⼭川の無堤部で浸⽔被害が発⽣。

• １０府県（岩⼿県、三重県、岐⾩県、滋賀県、京都府、兵庫県、和歌⼭県、⿃取県、⾹川県、⾼知県）が管
理する１４⽔系２２河川で浸⽔被害等が発⽣（浸⽔解消）。このうち、新宮川⽔系熊野川では上流の電⼒ダ
ムの事前放流の効果もあり家屋浸⽔を回避。千代川⽔系佐治川に架かる橋梁の⼀部崩落が発⽣。

河川位置図
千代川 由良川

新宮川

令和5年
台⾵第7号

平成30年7⽉
⻄⽇本豪⾬

平成23年９⽉
紀伊半島⼤⽔害

8/15〜8/16
（2⽇間）

6/28〜7/8
（11⽇間）

8/30〜9/5
（7⽇間）

期間
[⽇数]アメダス

総降⽔量 約3.6万mm約24.6万mm約13.8万mm総和

6地点123地点49地点72時間降⽔量

観
測
史
上
１
位
の
更
新
数

4地点125地点48地点48時間降⽔量

7地点77地点51地点24時間降⽔量

7地点49地点34地点12時間降⽔量

7地点31地点18地点6時間降⽔量

6地点16地点13地点3時間降⽔量

4地点14地点11地点1時間降⽔量

24河川315河川85河川氾濫等発⽣河川数

97件2,581件208件、河道閉
塞17箇所⼟砂災害発⽣件数

しんぐう おのだに

まるやま まるやま

くまの

せんだい さ じ

概要



台風第７号による土砂災害

Ⅰ 我が国の水害リスクの現状

13

河川事業概要

2024

土砂災害発生件数

８１件
土石流等 ： ３３件

がけ崩れ ： ４８件

【被害状況】
人的被害：なし
家屋被害：全壊 １戸

半壊 ５戸
一部損壊 １５戸

発生件数上位２県

鳥取県 29件
京都府 27件

凡例
発生件数

1～

0

2～

20～

８/１５ みかたぐんかみちょうむらおかくわだ
兵庫県美⽅郡⾹美町村岡区和⽥がけ崩れ

８/１５ まいづるしくわがいかみおわら
京都府舞鶴市桑飼上⼩原⼟⽯流等

半 壊：２戸
一部損壊：１戸

８/１５ まいづるし くたみ
京都府舞鶴市久⽥美⼟⽯流等

８/１５ まいづるしくわがいかみおわら
京都府舞鶴市桑飼上⼩原⼟⽯流等

８/１５ やずぐんやずちょうふくち
⿃取県⼋頭郡⼋頭町福地⼟⽯流等

８/１５ とっとりしかわはらちょうきたむら
⿃取県⿃取市河原町北村⼟⽯流等



台風第１３号による水害

Ⅰ 我が国の水害リスクの現状
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河川事業概要

2024

• 台⾵第13号は、5⽇から7⽇にかけて⽇本の南を北上して、8⽇には東海道沖へ
進んで熱帯低気圧に変わった。

• 関東甲信地⽅や東北地⽅の太平洋側では、8⽇から9⽇にかけて⼤⾬となった。
東京都（伊⾖諸島）、千葉県、茨城県及び福島県では、8⽇に線状降⽔帯が発
⽣し、1時間に80ミリ以上の猛烈な⾬が降った所があった。これらの地域では、
観測史上1位の1時間降⽔量を観測した地点があったほか、7⽇から9⽇にかけて
の総降⽔量が、400ミリを超えた地点や平年の9⽉の⽉降⽔量を超えた地点があ
った。

• ３県（福島県、茨城県、千葉県）で、県が管理する25⽔系39河川で氾濫が発
⽣。このうち、福島県管理の⼩⾼川⽔系前川では、堤防が決壊し農地が浸⽔。

• 37ダムで洪⽔調節（事前放流を含む）を実施。うち７ダム（うち利⽔ダム７）
で事前放流を実施。

• ３県（福島県、茨城県、千葉県）で、県が管理する25⽔系39河川で氾濫が発⽣。
このうち、福島県管理の⼩⾼川⽔系前川では、堤防が決壊し農地が浸⽔。

• 37ダムで洪⽔調節（事前放流を含む）を実施。うち７ダム（うち利⽔ダム７）で事前放流を実施。

⼩⾼川
夏井川

⼀宮川

河川位置図

48時間降⽔量の観測史上1位の値を更新した地点

茨城県 ⽇⽴市

⽇⽴ 282.5mm

千葉県 茂原市

茂原 405.0mm

千葉県 君津市

坂畑 387.5mm

千葉県 夷隅郡⼤多喜町

⼤多喜 377.0mm

千葉県 横芝光町

横芝光 276.5mm

ヒタチ

ヨコシバヒカリ

モバラ

オオタキ

サカハタ

令和5年
台⾵第13号

令和5年台⾵第2号
及び前線の活発化

9/7〜9/9
（3⽇間）

6/1〜6/3
（3⽇間）

期間
[⽇数]アメダス

総降⽔量
約2.0万mm約9.1万mm総和

6地点11地点72時間降⽔量
観
測
史
上
１
位
の
更
新
数

6地点15地点48時間降⽔量
4地点23地点24時間降⽔量
5地点16地点12時間降⽔量
6地点11地点6時間降⽔量
7地点7地点3時間降⽔量
10地点3地点1時間降⽔量

39河川44河川氾濫等発⽣河川数

43件308件⼟砂災害発⽣件数

なつ い かわ しん かわ みや かわ

夏井川⽔系新川・宮川の浸⽔状況
（福島県いわき市）

9/9 9:00頃9/8 14:40頃

⼀宮川⽔系⼀宮川の浸⽔状況
（千葉県茂原市）

せんじょうこうすいたい

おだか まえ

概要



台風第１３号による土砂災害

Ⅰ 我が国の水害リスクの現状
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河川事業概要

2024

土砂災害発生件数

３０３件
土石流等 ： ７件
地すべり ： １件
がけ崩れ ： ２９５件

【被害状況】
人的被害：負傷者 ２名
家屋被害：全壊 １戸

半壊 ２戸
一部損壊 27戸

凡例
発生件数

1～

0

40～

200～

発生件数上位３県

千葉県 257件
福島県 44件
茨城県 ２件

９/９ いすみぐんおおたきまちかいしょ

千葉県夷隅郡大多喜町会所がけ崩れ

一部損壊：１戸

９/９ いすみぐんおおたきまちせんずい

千葉県夷隅郡大多喜町泉水がけ崩れ

９/９ いすみぐんおおたきまちこただい

千葉県夷隅郡大多喜町小田代がけ崩れ

負 傷 者：１名
一部損壊：１戸

９/８ いちはらしつきで

千葉県市原市月出がけ崩れ

９/８ いちはらしつきで

千葉県市原市月出がけ崩れ

９/８ じょうばんふじわらまち

福島県いわき市常磐藤原町がけ崩れ

一部損壊：１戸

一部損壊：１戸

負 傷 者：１名
一部損壊：１戸


